












研究要旨:幼児の成長に応じた適正な給与栄養目標値および食品構成を検討することを目

的に年齢・性別から栄養素等摂取量の分析を行った結果、特に 1 歳児は特異的パターンで

あることが分った。いわゆる日本人の栄養所要量を基準とした充足率からみて、エネルギ

ー、蛋白質、脂肪など他の年齢に比べて最も高い。反面鉄とカルシウムは最も低かった。

総エネノレギーに対する糖質エネルギー比率、動物性脂肪比率も他の年齢に比べて最も高

く、2 歳児も似た状況であることより、1 歳児は食事介助また牛乳やミノレクの影響による

結果と考えられる。また加齢的視点から、3 歳、5 歳は栄養摂取量、所要量を基準とした充

足率、P・F・C 比率、食品の摂取において、男女差がみられた。また段階の違いとした特

徴がみられたが、幼児期の食事行動の発達過程による影響であると考える。 

年齢・性別を問わず、鉄分、カルシウム、エネルギーの不足、動物性蛋白質比、糖質また

穀類エネルギー比が懸念される。現実的な食品構成の検討が必要と思われ、本研究結果を

基に現行重視で試みた。食品構成の作成に当って穀類摂取に調査結果と理論値が乖離する

難点があった。 


